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（開示事項の変更）補助金収入による特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2022 年５月 10 日に開示しました「補助金収入による特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ」

につきまして、一部変更が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．変更の内容 

変更箇所には下線を付して表示しております。 

【変更前】 

・交付が確定した通知書を受領しましたので、2023 年３月期第１四半期連結決算に合計 1,320 百

万円を特別利益として計上する予定です。 

また、同補助金の対象設備等については圧縮記帳を行い、2023 年３月期第１四半期連結決算

において、固定資産圧縮損として特別利益と同額を特別損失として計上する予定であります。 

【変更後】 

・交付が確定した通知書を受領しました。同補助金の対象設備等については圧縮記帳を行い、2023

年３月期第１四半期連結決算に「補助金収入（特別利益）」として 521 百万円、「固定資産圧縮

損（特別損失）」として 517 百万円を計上する予定であります。また、2023 年３月期第３四半期

連結決算に「補助金収入（特別利益）」及び「固定資産圧縮損（特別損失）」として残る 798 百

万円を計上する予定であります。 

 

２．変更の理由 

当社の連結子会社であるＥＮボード株式会社の新工場建設にあたり、合計 1,320 百万円の補助金

を第１四半期に受領しました。商用生産開始を第３四半期に予定していることから、補助金の対象

が土地と建物（附属設備を含む）に相当する 521 百万円については、第１四半期に特別利益として

計上し、残る 798 百万円については、補助金の対象が機械設備等のため、第３四半期に建設仮勘定

から本勘定に振替を行うタイミングで圧縮記帳を実施することが適切との判断に至りました。 

 

３．今後の見通し 

  現時点において、本件による 2023 年３月期の通期連結業績予想に変更はありませんが、他要因

も含め修正が必要となった場合には速やかに開示いたします。 

                                          以 上 


